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表紙写真

コメは宝
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小中学生の給食費の内訳はどのようになっているのでしょうか？
Q

Ａ各小学校における給食費の内訳

Ａ臨時対応で給食の質を維持しています

こどもたちの
未来を支える給食

なぜ今、給食費支援なのでしょうか？
Q

Ａ
背景として、食品を含む様々な物価の高騰により、子育て世帯の保護者の負担が増えています。その
ような中でも、本町の将来を背負って立つ、育ち盛りの児童・生徒の栄養確保は欠くことのできない
大切な責務であると考えています。

義務教育期間中、同一世帯で3人以上の児童・生徒
が在籍している世帯に対しては、3人目以降の給食費
を全額助成しています。

■月額（11ヶ月換算）：4,905円
■町助成額：1,015円
■保護者負担額：3,890円

Ａ押原中学校における給食費の内訳
■月額（11ヶ月換算）：5,596円
■町助成額：1,156円
■保護者負担額：4,440円

■小学校の児童 1食当たりの単価　284円
■中学校の生徒 1食当たりの単価　324円
学校給食の運営に必要な費用を、保護者に負担して
いただいていますが、内訳は食品の購入費のみで
す。（光熱費、人件費は含んでいません。）さらに町か
らの助成が充てられています。

子育て支援と価格高騰に対する現在の町の対応は？
Q継続的な支援と給食の質維持への取り組みは？

Q

物価高騰における町の支援措置は？
Q

Ａ 3人目以降の給食費助成
Ａ子育て支援と物価高騰への対応として、令和７年度においては、
給食費無償化の提案があり、可決しました。

令和4年度以降、様々な原材料が高騰していますが、
給食センターの工夫だけでは対応困難になってきて
います。本町では保護者の負担を増やすことなく、補
助のための費用を追加し、児童・生徒の食の安全と栄
養の確保をしています。

Ａ原材料価格高騰への対応

給食費とは

～子育て支援と物価高騰への対応～

県内では、恒久的に無償化する自治体も出てきています。給食センターでは、無償化に
より最低限の栄養確保にとどまることのないよう、地場産物や行事食を取り入れ、子ど
もたちが満足できる給食の提供を心がけています。議会としましては、児童・生徒の栄
養と安心を確保しつつ、子育て支援の一環としての給食費の負担軽減と無償化に向け
た取り組みを、今後も継続していきたいと考えています。

上のグラフのとおり、物価高騰と無
償化のための予算を措置し、給食の
質の維持だけでなく満足感を高めら
れるよう工夫しています。
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詳細は8月末更新予定のHPの会議録をご覧ください ※海野豊議員は議長のため、採決には加わっていません。

5月臨時会で
決まったこと

令和7年5月臨時会は、5月2日から5月8日まで7日間
の会期で開催しました。専決処分4案件、契約関係1案
件、人事案件1案件、その他1案件の計7案件を審議し
ました。

案件名
審議結果

承認

可決

適任

同意

【専決処分】（4案件）
●昭和町税条例中改正の件●令和6年度昭和町一般会計補正予算（第7号）について
●損害賠償の額を定めることについて●令和6年度昭和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第5号）について

【契約関係】（1案件）
●自動パック式トイレ一式購入請負契約締結の件

【人事案件】（1案件）
●人権擁護委員候補者の推薦について

【人事案件】（1案件）
●昭和町固定資産評価審査委員会委員の選任

【その他】（1案件）
●消防委員の選任について

詳細は8月末更新予定のHPの会議録をご覧ください ※海野豊議員は議長のため、採決には加わっていません。

6月定例会で
決まったこと

令和7年6月定例会は、6月5日から6月13日まで9日
間の会期で開催しました。契約関係4案件、条例関係1
案件、令和7年度予算関係2案件、その他1案件、請願
1案件、議員提案2案件人事案件1案件の計12案件を
審議しました。

案件名
審議結果

可決

可決

可決

可決

採択

継続審査

可決

同意

【契約関係】（4案件）
●押原小学校体育館LED化工事請負契約締結の件●常永小学校体育館LED化工事請負契約締結の件
●釜無工業団地グラウンド夜間照明LED化工事請負契約締結の件
●西条小学校グラウンド夜間照明LED化工事請負契約締結の件

【条例改正】（1案件）
●昭和町災害弔慰金の支給等に関する条例中改正の件

【令和7年度予算】（2案件）
●一般会計●下水道事業会計

【請願】（1案件）
●「再審法改正を求める意見書」採択に関する請願書

【議員提案】（2案件）

●女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

●再審法改正を求める意見書

【その他】（1案件）
●甲斐市の一部地域に昭和町公共下水道を利用させることに関する協議の件

野
沢
委
員

今
回
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
に
か
か
わ
る
複
数
案

件
を
同
日
、
同
条
件
に
て
行

い
、
す
べ
て
が
応
札
（
１
件
１

共
同
体
の
み
の
入
札
）
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
入

札
の
公
平
性
・
競
争
性
・
妥

当
性
に
つい
て
問
題
な
い
の
か
。

総
務
課
長

今
回
の
入
札
に

関
し
て
も
入
札
検
討
委
員
会

の
中
で
条
件
等
を
打
合
せ
、一

定
程
度
の
公
募
期
間
を
設
定

し
た
う
え
で
入
札
を
行
っ
た
。

工
事
を
今
年
度
中
に
完
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
点
で

応
募
か
少
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
公
平
性
・
競
争
性
・

妥
当
性
に
は
問
題
な
い
と
考

え
る
。
入
札
の
方
法
に
つい
て

は
今
後
さ
ら
に
研
究
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

町
長
　
本
来
で
あ
れ
ば
今
回

の
工
事
は
も
っ
と
早
く
か
ら

取
り
組
む
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
財
源
確
保
の
問
題
か
ら

今
年
度
中
に
工
事
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
で
国
か
ら
の
起
債

が
利
用
で
き
る
こ
と
が
分
か

り
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
応
募
そ
の
も
の
が
少
な

く
、
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。

野
沢
委
員

昭
和
町
高
齢

者
移
動
手
段
確
保
（
実
証
実

験
）
で
５
月
19
日
よ
り
タ
ク

シ
ー
利
用
券
交
付
申
請
の
受

付
を
開
始
し
て
い
る
が
、
現

在
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
利
用

6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

質
問
・
回
答
は

要
約
さ
れ
て
い
ま
す

議
会
だ
よ
り
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、審
議
し
た
議
案
や
質
問・答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。会
議
の
内
容
は
、会
議
録
に
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
償
化
に
つ
づ
き
、
二
・
三

学
期
分
も
無
償
化
さ
れ
る
。

町
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
情
報
発
信
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
、
保
護
者
へ

の
通
知
を
通
じ
て
周
知
を
行
っ

た
。
通
知
で
は
、
こ
れ
ま
で

物
価
高
騰
に
対
し
約
２
割
の

助
成
を
実
施
し
て
き
た
旨
も

併
せ
て
伝
え
て
い
る
。
学
校

か
ら
の
通
知
も
検
討
す
る
。

永
井
議
員

現
状
、
児
童

が
風
邪
な
ど
で
欠
席
す
る

時
、
ま
た
は
遅
刻
す
る
時
に

は
、
欠
席
届
や
遅
刻
届
を
封

筒
に
入
れ
て
班
長
に
渡
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
に
と
っ

て
は
子
供
か
ら
離
れ
て
届
け

に
行
く
の
が
大
変
な
こ
と
も

あ
る
。
班
長
さ
ん
の
連
絡
先

者
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長
　
現
在
52
名
（
対

象
者
の
2.3
％
）
の
方
か
ら
申

請
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
利
用
期
間
は
７
月
か

ら
９
月
末
迄
な
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
広
報
、
毎

月
の
組
回
覧
を
通
し
て
周
知

を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
い
き

が
い
ク
ラ
ブ
等
の
会
合
に
出

席
し
、
説
明
を
行
って
い
く
。

井
口
議
員
　
令
和
７
年
度
一

学
期
の
小
・
中
学
校
給
食
費

を
共
有
し
電
話
連
絡
に
変

え
、
学
校
に
は
ア
プ
リ
で
知

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校

で
は
、
集
団
登
校
で
の
児
童

が
登
校
で
き
る
か
、
で
き
な

い
か
を
紙
ベ
ー
ス
で
の
受
け
渡

し
に
よ
り
連
絡
の
徹
底
が
確

実
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。
各
小
学
校
と
協

議
し
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

井
口
議
員

業
務
中
の
飲
酒

に
よ
る
服
務
違
反
事
案
が
報

道
さ
れ
た
本
町
に
お
い
て
、

信
頼
回
復
と
再
発
防
止
の
観

点
か
ら
、
内
部
通
報
制
度
の

見
直
し
や
第
三
者
に
よ
る
外

部
通
報
窓
口
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

総
務
課
長
　
状
況
を
鑑
み

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

工
事
の
入
札
結
果
は

者
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長
　
現

総
務
教
育
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
証
実
験
の
申
請
状
況
は

給
食
費
無
償
化
の
周
知
は

欠
席
届
等
の
ア
プ
リ
利
用
は

不
祥
事
の
再
発
防
止
策
は

タクシーを利用した実証実験
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一
般
質
問

一
般
質
問

等
の
補
助
金
等
を
有
効
活
用

し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
町
の
税
収
入
が
主
な
も

の
に
な
る
が
、
引
き
続
き
、
徴

収
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
法
人
町
民
税
な
ど
は
景
気

の
動
向
等
に
左
右
さ
れ
る
面
が

あ
る
の
で
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
が
必

要
と
考
え
、
個
人
版
ふ
る
さ
と

納
税
事
業
の
強
化
に
加
え
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
・
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
等
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
財
源
確
保
策
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
「
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
課
」
を
新
設
し
た
と
こ
ろ

だ
。

　
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

町
民
の
皆
様
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
財
源
確
保
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

井口　正議員
ただしい ぐ ち

町
長
は
今
年
度
の
施
政
方
針

に
お
い
て
、
日
本
経
済
が
回
復

傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
中
東
情

勢
の
不
安
定
化
や
物
価
高
騰
に

よ
り
、
先
行
き
が
不
透
明
で
あ

る
と
言
及
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

「
予
算
編
成
で
は
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用

し
、
国
・
県
の
補
助
金
や
交
付

金
制
度
を
適
正
か
つ
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
に
努
め
る
」
旨
が
示
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
後
、
令
和
７
年
４
月
に

報
道
さ
れ
た
米
国
の
関
税
措
置

を
受
け
、
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
は
今
期
業
績
の
下
方
修

正
や
大
規
模
な
人
員
削
減
な
ど

の
影
響
が
表
面
化
し
て
き
て
い

る
。自

動
車
関
連
産
業
は
裾
野
が

広
く
、
山
梨
県
内
の
大
手
企
業

を
は
じ
め
中
小
企
業
や
一
般
個

人
に
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぽ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
に
よ
り
、
町
税
（
法
人

税
等
）
の
税
収
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
な
ど
、
本
町
の
安
定
的
な

財
源
確
保
に
向
け
た
財
政
運
営

の
動
向
に
一
層
の
注
視
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本

町
の
安
定
し
た
財
源
確
保
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
を
聞
き
た
い
。

　
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

よ
る
関
税
措
置
に
よ
り
、
町
の

税
収
入
に
ど
の
程
度
の
影
響
が

あ
る
か
は
現
段
階
で
は
不
明
だ

が
、
引
き
続
き
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
関
連
や
公
共
施
設
の

修
繕
等
に
対
す
る
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
余
裕
が
あ
る
と

井
口

は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、
行
財
政
改
革
実
施
計

画
の
取
り
組
み
状
況
の
確
認
や

各
課
に
お
け
る
主
要
事
業
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
複
数
の
課

に
お
い
て
連
携
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

円
滑
な
事
業
の
推
進
を
図
る
た

め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
計
画
的
に
事
業
を

執
行
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
だ
。

　
事
務
事
業
の
執
行
に
つ
い
て

は
、
現
在
行
っ
て
い
る
類
似
の

事
業
や
町
単
独
事
業
の
洗
い
出

し
を
行
い
、
目
的
・
役
割
・
必

要
性
を
検
証
し
、
一
般
財
源
の

抑
制
を
図
り
な
が
ら
、
国
・
県

一般質問の内容は議会事務局及び8月末更新のHP会議録からも閲覧できます▶▶▶

※質問・答弁はスペースの都合上、要約されています。

Q 米国の関税措置による影響を踏まえた
本町の安定した財源確保への対応は?

A 職員一丸となって財源確保に
積極的に取り組んでいく

一般質問の内容は議会事務局及び8月末更新の

施策を問う施策を問う施策を問う ここが聞きたい

町
長

▲上のページは
　こちらから

6
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

長
田
議
員

戸
籍
に
関
す
る

証
明
書
な
ど
を
、マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

等
で
申
請
、キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決

済
で
き
な
い
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
町
民
の
皆

様
の
利
便
性
と
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、今
年
度
の
10
月

頃
に
は
、窓
口
で
キ
ャッ
シ
ュレ

ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

す
る
予
定
で
あ
る
。今
後
、オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
澤
委
員

児
童
セ
ン
タ
ー

の
平
日
開
館
時
間（
10
時
〜

12
時
）に
つい
て
、30
分
〜
１
時

間
程
度
の
前
倒
し
を
望
む
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

井
口
委
員

働
き
世
帯
の
増

加
に
伴
い
、放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
時
間（
18
時
30
分
）

石
原
議
員
　
学
校
給
食
の
牛

乳
瓶
を
牛
乳
パ
ッ
ク
に
変
え

た
理
由
と
、リ
サ
イ
ク
ル
は
ど

う
な
って
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
牛
乳
納

入
業
者
が
仕
入
れ
て
い
た
瓶

の
製
造
工
場
が
廃
業
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
か
ら
令
和
７
年

４
月
か
ら
紙
パ
ッ
ク
牛
乳
に

切
り
替
え
た
。現
在
は
、そ
の

ま
ま
牛
乳
パ
ッ
ク
を
廃
棄
し

て
い
る
が
、リ
サ
イ
ク
ル
等
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
林
委
員

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
中
間
年
の
10

年
を
迎
え
る
。ま
た
令
和
７

年
度
の
見
直
し
時
期
と
な
っ

て
い
る
緑
のマ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つい
て
の
現
状
を
聞
き
た
い
。

都
市
計
画
課
長

西
条
二
区

公
園
や
鮎
川
邸
の
整
備
、県

の
都
市
計
画
案（
中
小
河
原

築
地
新
居
線
）に
つい
て
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
、整

備
の
優
先
度
も
踏
ま
え
た
上

で
、令
和
８
年
度
以
降
に
見

直
し
を
す
る
。緑
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
も
、必
要
な
見
直
し
は

行
な
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

現
在
は
関
係
者
か
ら
の
意
見

を
聞
き
推
進
す
べ
き
事
業
を

確
認
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ

て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
反
映
し

て
行
く
方
針
で
あ
る
。

保
坂
議
員
　
昭
和
町
商
工

振
興
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ
れ一

年
が
経
過
し
た
が
、そ
の
運

営
状
況
は
。

環
境
経
済
課
長
　
令
和
６

年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月

の
利
用
状
況
は
、合
計
86
件

で
延
べ
利
用
者
数
は
１
４
７

９
名
で
あ
る
。予
算
75
万
円

に
対
し
２
７
・７
％
の
達
成

率
。今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
強

化
す
る
。

の
延
長
を
望
む
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。子
育
て
支
援
施
策

と
し
て
の
今
後
の
対
応
を
伺

い
た
い
。

子
育
て
支
援
課
長
　
児
童

館
職
員
の
人
数
、勤
務
体
系

な
ど
を
鑑
み
て
、子
育
て
支

援
に
関
す
る
新
た
な
課
題
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

海
野
議
員

に
じ
い
ろ
教
室

（
旧
駐
在
所
）の
状
況
を
伺
い

た
い
。

学
校
教
育
課
長
　
中
央
市・

昭
和
町
で
共
同
設
置
し
た
に

じ
い
ろ
教
室
は
、昭
和
町
独

自
で
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
６
月
16
日
か
ら
旧
押
原

駐
在
所
に
開
設
す
る
。

牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
申
請
は

に
じ
い
ろ
教
室
の
状
況
は

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

4月からビンからパックに変更

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の

見
直
し
は

商
工
振
興
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
は

児
童
館
等
の

利
用
時
間
の
延
長
は

利用の伸びが期待される商工振興センター
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般
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問
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問

一
般
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問

一
般
質
問

下
校
時
中
の
児
童
の
交
通
事

故
や
犯
罪
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
地
域
全
体
で
登
下
校

中
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
活

動
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
と
考

え
る
。

登
校
時
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
旗
振
り

を
し
て
い
る
が
、
下
校
時
に
関

し
て
は
、
見
守
り
を
し
て
い
る

地
区
、
見
守
り
を
し
て
い
な
い

地
区
、
業
者
に
委
託
し
て
い
る

地
区
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

被
害
は
子
ど
も
だ
け
で
行
動

し
て
い
る
時
や
、
人
目
が
少
な

い
と
き
だ
け
で
な
く
、
集
団
登

下
校
中
に
も
発
生
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
交
通
事
故
や
犯
罪

被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
地 植竹　由美議員

ゆ みう え た け

通
い
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
。

登
録
し
て
い
る
こ
ど
も
１
１

０
番
の
家
は
、
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
小
中
学
生
の
交
通

ル
ー
ル
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
を
聞
き

た
い
。

　
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
つ

い
て
は
、
看
板
が
あ
っ
て
も
、

居
住
し
て
い
な
い
と
い
う
よ
う

な
家
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

更
新
作
業
を
行
っ
て
お
り
更
新

後
、
登
下
校
、
引
き
渡
し
訓
練

時
に
子
ど
も
た
ち
へ
周
知
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
小
中
学
生
の
交
通
教

育
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
教

室
と
し
て
小
学
校
1
年
生
で
は

体
育
館
で
信
号
機
等
を
使
用

し
、
交
差
点
の
渡
り
方
な
ど
を

教
え
、
3
年
生
で
は
、
山
梨
県

総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
で
自
転
車

の
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い

る
。

が
グ
ル
ー
プ
で
下
校
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
入
学
児
童
へ
は
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
渡
し
、
身
の
危

険
を
感
じ
た
場
合
の
使
用
に
つ

い
て
の
指
導
を
行
い
、
全
校
児

童
に
対
し
て
防
犯
指
導
や
交
通

安
全
指
導
を
年
間
計
画
に
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
町
内
の
一
般
家
庭

や
自
営
業
者
な
ど
の
ご
協
力
に

よ
り
、
現
在
３
４
８
件
の
「
こ

ど
も
１
１
０
番
の
家
」
が
登
録

さ
れ
、
児
童
が
危
険
を
感
じ
た

場
合
、
す
ぐ
に
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
て
、
教
育
委
員
会
で
は
、

当
該
施
設
に
「
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
の
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
し
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
制
度
を
活

用
し
、
何
か
を
し
な
が
ら
登

下
校
中
の
児
童
生
徒
の
見
守
り

を
す
る
活
動
を
お
願
い
す
る
取

り
組
み
「
な
が
ら
見
守
り
」
の

実
施
に
つ
い
て
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
引
き
続

き
児
童
生
徒
が
安
全
に
学
校
へ

令
和
５
年
度
に
は
、
昭
和
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
キ
ャ
メ
リ
ア
」ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
部
活
動
地
域
展
開

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
任
命

し
、
併
せ
て
「
キ
ャ
メ
リ
ア
」

と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
で
、
事
業
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、「
キ
ャ

メ
リ
ア
」
を
中
心
と
し
て
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
学
ぶ
研
修

を
行
い
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
お

け
る
指
導
者
の
確
保
に
も
努
め

て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
を
担
え
る
指
導
者
の
育
成
・

確
保
と
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
や
教
育
現
場

に
お
け
る
最
適
な
部
活
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

重
ね
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を

積
極
的
に
推
進
し
、
部
活
動
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

キ
ャ
メ
リ
ア
を
中
心
に
、
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
指
導

者
を
確
保
し
て
い
る
と
の
回
答

で
す
が
、
キ
ャ
メ
リ
ア
で
の
指

導
者
確
保
は
主
に
運
動
部
中
心

の
指
導
者
で
あ
る
と
思
う
が
、

文
化
部
等
の
指
導
者
確
保
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

ま
た
、
山
梨
県
が
推
し
進
め

る
人
材
バ
ン
ク
と
の
連
携
に
つ

い
て
も
聞
き
た
い
。

　
当
初
か
ら
運
動
部
文
化
部
と

も
に
隔
た
り
な
く
外
部
指
導
者

の
確
保
に
努
め
て
お
り
、
文
化

部
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度

に
自
然
科
学
部
及
び
美
術
部
へ

の
外
部
指
導
者
を
導
入
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
小
学
校
と
も
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
ホ
タ
ル
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
自
然
科
学
部
と

昭
和
町
源
氏
ホ
タ
ル
愛
護
会
が

連
携
を
図
り
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
て
、
地
域
団
体
も
外

部
指
導
者
と
捉
え
る
中
で
文
化

部
の
指
導
者
確
保
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
山
梨
県
が
運
用
を

行
っ
て
い
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

等
人
材
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
ス
ポ
カ
ル
山
梨
に
つ
い
て

も
、山
梨
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

本
町
の
部
活
動
の
地
域
展
開
に

ふ
さ
わ
し
い
外
部
指
導
者
の
確

保
の
た
め
に
、
今
後
積
極
的
に

活
用
し
て
い
き
た
い
。

で
の
取
り
組
み
と
し
て
昭
和
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
キ
ャ
メ
リ
ア
」
と
の
連
携
・

外
部
指
導
者
・
大
学
生
指
導
者

の
導
入
等
が
示
さ
れ
た
が
、
こ

れ
ら
の
国
、
県
、
本
町
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
基
づ
き

「
本
町
に
お
け
る
学
校
の
働
き

方
改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改

革
に
つ
い
て
」
具
体
的
な
施
策

を
教
育
長
に
聞
き
た
い
。

　
中
学
校
の
部
活
動
に
お
い
て

は
、
競
技
経
験
の
な
い
教
員
が

担
当
し
た
り
、
休
日
も
含
め
た

部
活
動
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
や
保
護

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が
、

教
員
の
業
務
負
担
の
増
大
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
働
き
方
改
革
に
伴

う
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の

地
域
展
開
に
つ
い
て
本
町
で

は
、「
昭
和
町
部
活
動
地
域
展

開
あ
り
方
検
討
会
」
を
令
和
４

年
度
に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
委

員
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く

中
で
、
様
々
な
課
題
や
運
営
方

法
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
だ
。

文
部
科
学
省
は
、
学
校
の
働

き
方
改
革
を
踏
ま
え
、
部
活
動

指
導
員
の
配
置
支
援
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
文
化
環
境
の
整
備
教
員

の
兼
職
兼
業
に
関
す
る
整
備
を

行
い
、
部
活
動
の
地
域
展
開
を

推
進
し
、
県
は
人
材
バ
ン
ク
シ

ス
テ
ム
の
運
用
、
周
知
、
効
果

的
な
活
用
の
ほ
か
、
様
々
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
県
小
中
学
校

体
育
連
盟
と
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、「
地
域

で
考
え
る
！
部
活
動
の
地
域
展

開
と
昭
和
町
の
新
た
な
形
づ
く

り
」
と
題
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
際
今
ま

保
坂

Q 本町における学校の働き方改革を踏まえた
部活動改革についての具体的な施策は?

A 調査研究を重ね、部活動の地域展開を積極的に推進し、
部活動改革に取り組んでいく

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
活
動
が
必
要
と
考
え
る
。

特
に
交
通
量
の
多
い
交
差
点

や
、
見
通
し
の
悪
い
道
路
、
人

通
り
の
少
な
い
道
な
ど
に
立
っ

た
り
、
声
掛
け
し
た
り
な
ど
が

有
効
で
あ
る
と
思
う
が
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
に
下
校
で
き
る

よ
う
な
対
策
を
聞
き
た
い
。

　
現
在
本
町
で
は
、
各
学
校
に

お
い
て
、
児
童
が
安
全
に
下
校

で
き
る
よ
う
、
児
童
館
へ
行

く
児
童
に
つ
い
て
は
教
員
が
児

童
館
の
職
員
に
引
き
渡
し
て
い

る
ほ
か
、
自
宅
に
帰
る
児
童
に

つ
い
て
は
、
学
校
の
玄
関
で
見

送
り
後
、
同
じ
方
面
の
児
童

植
竹

教
育
長

学
校
教
育
課
長

生
涯
学
習
課
長

教
育
長

Q 下校中の児童の交通事故や
犯罪被害を減らすための対策は?

A 児童生徒が安全に学校へ通い、
安心して学校生活を送れる環境づくりに努めていく

保坂　貴子議員
た か こほ さ か

再
質
問

再
質
問

こども110番の家
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質
問
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般
質
問

一
般
質
問

を
児
童
館
に
す
る
と
い
う
考
え

は
な
い
か
。

　
旧
鮎
川
邸
の
視
察
を
行
っ
て

き
た
が
、
小
さ
い
部
屋
が
多
く

壁
も
多
い
の
で
、
職
員
の
目
が

届
き
に
く
い
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、
段
差
の
多
さ
や
庭
の

池
な
ど
、
危
険
な
箇
所
が
見
て

と
れ
、
児
童
館
と
し
て
使
用
す

る
に
は
無
理
が
あ
る
と
感
じ

た
。

　
現
在
、
活
用
方
法
を
と
り
ま

と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

意
見
の
ひ
と
つ
と
し
て
承
る
。

昭
和
町
に
は
４
つ
の
放
課
後

児
童
施
設
が
あ
り
、
中
で
も
西

条
児
童
館
は
平
成
２
年
に
建
設

さ
れ
、
平
成
23
年
に
増
築
さ
れ

た
も
の
の
、
屋
外
の
運
動
ス

ペ
ー
ス
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。

定
員
60
名
に
対
し
約
１
４
０

名
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
職
員

７
名
（
全
員
が
有
資
格
者
）

で
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、

年
々
支
援
が
必
要
な
児
童
も
増

え
て
お
り
、
受
け
入
れ
規
模
と

職
員
数
の
バ
ラ
ン
ス
は
限
界
に

達
し
て
い
る
。

創
意
工
夫
で
運
営
は
維
持
さ

れ
て
い
る
が
、
安
全
か
つ
落
ち

着
い
た
環
境
の
確
保
は
困
難

で
あ
り
、
町
と
し
て
こ
の
現
状

労
時
間
等
を
鑑
み
な
が
ら
、
優

先
順
位
を
定
め
た
上
で
、
清
水

新
居
の
児
童
セ
ン
タ
ー
や
、
西

条
小
学
校
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ほ
た
る
っ
子
ル
ー
ム
へ
入
室

児
童
を
振
り
分
け
る
こ
と
で
柔

軟
な
対
応
を
し
て
き
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
西
条
児
童
館

は
１
４
０
人
の
児
童
の
受
け
入

れ
と
な
り
、
必
要
な
面
積
を
確

保
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児

童
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
た

中
で
育
成
支
援
を
行
う
こ
と
を

優
先
し
た
上
で
、
全
て
の
申

込
児
童
の
受
け
入
れ
を
行
っ

た
。

　
今
後
も
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、

ほ
た
る
っ
子
ル
ー
ム
の
活
用
を

含
め
、
よ
り
柔
軟
な
受
入
れ
体

制
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
年

齢
や
発
達
の
状
況
が
異
な
る
多

様
な
児
童
が
一
緒
に
過
ご
す
場

と
し
て
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
創
意
工
夫
を
図
り
、
質
の

向
上
と
機
能
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

今
後
、
住
宅
の
分
譲
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
が
増

え
る
こ
と
も
予
想
で
き
る
の

で
、
寄
附
を
受
け
た
旧
鮎
川
邸

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る

が
、
ま
ず
は
町
民
の
皆
様
か
ら

ニ
ー
ズ
の
高
い
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
補
助
金
や

地
方
債
を
活
用
し
つ
つ
、
用
地

選
定
を
含
め
、
年
度
内
の
事
業

着
手
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

登
下
校
中
の
児
童
の
列
に
自

動
車
が
突
っ
込
む
な
ど
、
子
ど

も
が
犠
牲
と
な
る
大
変
痛
ま
し

い
事
案
が
数
多
く
発
生
し
て
お

り
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策

は
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
対
策
内

容
の
検
討
や
地
域
と
の
合
意
形

成
を
進
め
、
通
学
路
の
面
的
な

交
通
安
全
を
実
施
す
る
な
ど
、

１
段
階
、
２
段
階
上
げ
た
き
め

細
や
か
で
強
固
な
対
策
が
で
き

な
い
も
の
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
安
全
確
保
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
を
聞
き
た
い
。

　
平
成
26
年
度
に
「
昭
和
町
通

学
路
安
全
推
進
会
議
」
を
立
ち

上
げ
、
交
通
安
全
面
で
の
改
善

を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
き

た
。そ

の
結
果
、学
校
周
辺
に
ゾ
ー

ン
30
エ
リ
ア
を
設
置
、
全
赤
信

号
の
時
間
の
延
長
、
ボ
ラ
ー
ド
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
路
面
標
示
、

立
て
看
板
の
設
置
な
ど
の
危
険

個
所
の
改
善
を
行
っ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
各
小
学
校
で
は
集

団
登
校
時
の
危
険
箇
所
に
お
け

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
子
ど
も
た

ち
の
安
全
な
登
校
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

教
育
委
員
会
で
は
、
通
学
路
点

検
に
よ
る
危
険
箇
所
に
路
面
標

示
な
ど
の
簡
易
な
工
事
を
速
や

か
に
行
う
た
め
の
「
通
学
路
安

全
対
策
費
」
を
予
算
計
上
し

た
ほ
か
、「
な
が
ら
見
守
り
」

を
実
施
す
る
。
児
童
・
生
徒
の

安
全
対
策
に
終
わ
り
は
な
い
と

考
え
、
今
後
も
ハ
ー
ド
面
・
ソ

フ
ト
面
で
の
改
善
等
を
継
続
し

な
が
ら
安
全
な
通
学
路
の
実
現

に
努
め
て
い
く
。

　
令
和
４
年
８
月
に
「
あ
り
か

た
検
討
会
」
を
開
催
し
、
役
場

庁
舎
を
含
め
た
公
共
施
設
再
編

に
つ
い
て
町
の
基
本
的
な
考
え

方
を
説
明
し
、
さ
ら
に
は
全
世

帯
を
対
象
と
し
た
意
見
募
集
を

行
い
、
幅
広
い
意
見
を
い
た
だ

い
た
。

　
ま
た
、令
和
５
年
11
月
に
は
、

昭
和
町
役
場
庁
舎
等
再
編
計
画

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
昭
和

町
役
場
庁
舎
等
再
整
備
基
本
構

想
の
策
定
に
向
け
た
議
論
を
開

始
し
、
年
度
内
に
３
回
の
検
討

委
員
会
を
開
催
、
ま
た
令
和
６

年
７
月
に
開
催
し
た
第
４
回
検

討
委
員
会
に
お
い
て
、
昭
和
町

役
場
庁
舎
等
再
整
備
基
本
構
想

（
案
）
に
対
し
、
概
ね
賛
同
し

て
も
ら
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
７
年

度
当
初
予
算
編
成
、
及
び
令
和

６
年
度
３
月
補
正
予
算
編
成
に

お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
は

変
わ
ら
ず
、
今
後
の
事
業
推
進

に
は
令
和
６
年
度
決
算
の
状
況

や
令
和
７
年
度
の
財
政
状
況
の

見
極
め
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
、
本
年
２
月
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
昭
和
町
役
場
庁
舎

等
再
整
備
基
本
構
想
に
つ
い
て

考
え
を
説
明
し
た
。

施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
多
く

の
公
共
施
設
を
計
画
的
に
建

設
、
改
修
、
修
繕
等
、
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

下
、
役
場
庁
舎
建
設
を
中
心
に

協
議
、検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
。

優
先
順
位
や
財
政
負
担
の
平

準
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
新

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
一
区

切
り
つ
け
た
い
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、「
昭
和
町
役
場
庁

舎
等
再
編
計
画
検
討
委
員
会
」

の
意
見
集
約
も
含
め
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
行
く
の
か
、
町
長

に
聞
き
た
い
。

今
澤

Q 公共施設の再編計画は?

A 町民ニーズの高い
子育て支援センターから進める

を
ど
う
認
識
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
を
聞

き
た
い
。

　
４
つ
の
児
童
厚
生
施
設
及
び

ほ
た
る
っ
こ
ル
ー
ム
は
、
保
護

者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭

に
居
な
い
児
童
を
預
か
り
、
適

切
な
遊
び
、
及
び
生
活
の
場

を
提
供
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

で
、
日
々
健
全
な
育
成
を
図
っ

て
い
る
。

　
定
員
の
倍
以
上
の
児
童
を
受

け
入
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

は
、
西
条
児
童
館
で
は
定
員
を

60
人
と
定
め
て
い
る
が
、
本
町

で
は
児
童
館
施
設
内
に
て
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
定
員
は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
専
用
室
の
面
積
に
基

づ
き
算
出
し
て
い
る
。

　
実
際
の
運
用
は
、
児
童
館
全

館
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

に
活
用
し
て
い
る
の
で
、
施
設

全
体
の
面
積
で
算
定
す
る
と
、

現
状
の
人
数
の
受
け
入
れ
が
可

能
と
な
る
。

　
今
年
度
は
、
１
７
１
人
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
が
、
基
準
点

数
や
居
住
地
区
、
保
護
者
の
就

野
沢

町
長

子
育
て
支
援
課
長

企
画
財
政
課
長

教
育
長

町
長

Q 西条児童館の早急な改善を

A より柔軟な受入れ体制を検討するとともに、
創意工夫を図り質の向上と機能の充実に努めていく

再
質
問

西条児童館

野沢　敬夫議員
た か おの ざ わ

今澤　幸広議員
い ま ざ わ ゆ き ひ ろ

Q
通
学
路
の
安
全
確
保

策
の
取
り
組
み
は
?

今
澤

A
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面

で
の
安
全
な
通
学
路
の

実
現
に
努
め
て
い
く
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難
所
と
し
て
開
設
す
る
の
で
、

標
識
の
掲
示
に
よ
る
誘
導
は
で

き
な
い
が
、
今
後
も
広
報
誌
や

地
域
防
災
計
画
な
ど
に
お
い
て

避
難
所
と
し
て
の
周
知
を
行

う
。

　
な
お
、
各
公
会
堂
へ
の
自
主

防
災
本
部
と
し
て
の
標
識
設
置

は
、
必
要
に
応
じ
て
町
の
自
主

防
災
会
資
機
材
等
整
備
事
業
費

補
助
金
の
活
用
も
含
め
、
区
長

会
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
校
庭

の
防
災
標
識
は
、大
規
模
地
震
・

火
災
の
標
識
で
洪
水
時
は
×
の

表
示
が
し
て
あ
る
。

洪
水
時
に
よ
り
校
舎
が
倒
壊

す
る
恐
れ
は
少
な
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
洪
水
時
の
避
難
所
と

な
る
標
識
は
設
置
し
て
も
い
い

と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
ま
ず
は
広
報
誌
で
周
知
を
図

り
た
い
。

　
他
市
町
村
の
標
識
の
あ
り
方

や
防
災
会
議
で
の
意
見
を
伺
い

設
置
に
向
け
て
進
め
て
行
き
た

い
。

集
合
地
は
、
各
区
の
公
会
堂

付
近
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

西
条
新
田
区
、
押
越
区
公
会
堂

付
近
に
は
、
指
定
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
、
公
会
堂
付
近
に
新

た
に
指
定
し
て
は
ど
う
か
。
指

定
緊
急
避
難
場
所
は
、
各
学
校

の
校
庭
等
に
な
り
、
防
災
標
識

〈
押
小
、
押
中
、
釜
無
公
園
は

確
認
で
き
ず
〉
は
設
置
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。

し
か
し
、
校
舎
、
体
育
館
は

避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
避
難
場
所
の
防
災
標
識
は

無
く
、
地
震
、
洪
水
時
の
避
難

所
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
避
難
誘
導
は
、
原
則

と
し
て
自
主
防
災
会
又
は
各
区

画
等
の
見
直
し
を
含
め
、
必
要

な
対
応
を
行
い
た
い
。

　
次
に
防
災
標
識
に
つ
い
て
だ

が
、
防
災
標
識
は
26
箇
所
の
集

合
地
お
よ
び
７
箇
所
の
指
定
緊

急
避
難
場
所
に
設
置
し
て
い
る

が
、
経
年
劣
化
の
た
め
、
令
和

６
年
度
に
更
新
し
た
と
こ
ろ

だ
。

　
集
合
地
の
う
ち
、
従
前
か
ら

未
設
置
の
箇
所
が
判
明
し
た
た

め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
に
速
や
か
に
設
置

し
、ま
た
、指
定
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
各
学
校
の
校
舎
及
び
体

育
館
へ
の
新
た
な
防
災
標
識
の

設
置
に
つ
い
て
は
、建
築
物
は
、

災
害
時
に
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

り
、
安
全
を
確
保
し
て
か
ら
避

が
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
各
公
会
堂
等
は
、
災
害
時

に
自
主
防
災
本
部
に
な
る
の

で
、
活
動
拠
点
な
る
旨
の
防
災

標
識
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
併
せ
て
町
長
に
聞
き
た

い
。

　
西
条
新
田
区
及
び
押
越
区
の

集
合
地
の
指
定
だ
が
、
集
合
地

に
つ
い
て
は
令
和
７
年
２
月
の

地
域
防
災
計
画
改
定
時
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
も
あ
る
と

お
り
指
定
避
難
所
や
指
定
緊
急

避
難
場
所
と
は
異
な
り
、
災
害

対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
指
定

す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
主
防

災
会
で
あ
る
各
区
と
連
携
し
、

周
囲
に
建
物
が
な
く
安
全
が
確

保
で
き
る
場
所
を
選
定
、
位
置

付
け
を
し
て
い
る
。

　
西
条
新
田
区
に
つ
い
て
は
従

前
か
ら
公
会
堂
で
は
な
く
、
か

お
り
幼
稚
園
の
園
庭
と
し
て
お

り
、
押
越
区
に
つ
い
て
は
公
会

堂
付
近
に
避
難
場
所
等
が
あ
る

た
め
、
川
瀬
第
一
公
園
以
外
は

集
合
地
と
し
て
位
置
付
け
て
い

な
い
の
で
、
区
の
状
況
や
土
地

の
管
理
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

実
情
を
考
慮
し
、
地
域
防
災
計

長
田

町
長

企
画
財
政
課
長

Q 集合地と防災標識についての考えは?

A 集合地は地域防災計画等の見直しを含め必要な対応を行い、
防災標識の設置については区長会と協議を進めていく

再
質
問

長田　信夫議員
お さ だ の ぶ お

避難場所（西条小）

議会だよりしょうわNo.205について、こんな意見をいただきました。（一部掲載）

昭和町議会では、議会モニターのみなさんに議会だよりに関してのアンケートへご協力をいただいています。今回は「議会だより
しょうわNo.205」について、議会モニターのみなさんからいただいた貴重なご意見等をいくつかご紹介させていただきます。

「議会だよりしょうわ」を
読んでみて モニターさんからの意見集

一般質問について
●一般質問の内容あるいは要望と予算の内容がマッチしているかどうかに興味を
持った。
●災害時には、トイレは大変重要な役目を担うことになるが、求められるのはトイレ
だけでなく、温かい食事を提供するキッチンカーなどの配備を進め、段ボールベッ
ドなどとともに被災地に迅速に届ける仕組みづくりが必要。
委員会質疑について
●職員数が不足していると現職員の負担が増え、町民サービスの質の低下が懸念
される。原因を特定し、計画通りに人員が確保できることを期待します。
●町の職員の増加や業務の効率化について定例会の質疑の中で取り上げられてい
ましたが、行政の仕事でなくてもよいものはありません。町民が増えていますがそ
れに伴い要望も増えていると思います。限られた予算の中で収入の増加と事務の
効率がこれからの問題だと思います。職員の増加の前に、それに向けての議会の活
躍に期待しています。
井戸端会議について
●井戸端会議の意見・要望は、より身近な意見である。事後報告にも期待する。
●井戸端会議は地域住民の声を拾っており、地域の共通の問題や地域ごとの問題
を考える良い機会です。
その他
●中央公民館の解体、再編について、次号以下で詳細計画を取り上げてほしい。
●定例会で決まったことはとても大切な事だとは思いますが、何か心に響きません。
●防災備蓄品の確保に努めていく事はとても重要と思いますので、良い取り組みです。
●他市町村ではTV中継やネット公開がされているが昭和町では予定されているのか。
●委員会の傍聴にはレジュメがないが配布してほしい。何を議論しているのか分か
らない。委員会の傍聴は想定されていないのか。

情報の多さ

読みやすさ

内容の満足度

A.多すぎる  B.少し多い  C.ちょうどいい
D.少し足りない  E.少なすぎる

A.非常に満足している  B.満足している  C.普通
D.あまり満足していない  E.全く満足していない

A.非常に読みやすい  B.読みやすい  C.普通
D.少し読みにくい  E.非常に読みにくい

A B C D E

4人

1人

2人

0

A B

00

00

C D E

0

A B

00
C D E

0

3人2人

3人

通信簿議会だより

▼
7
日（
月
）

  

●

春
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

  

●

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
10
日（
木
）

  

●

全
員
協
議
会

▼
15
日（
火
）

  

●

町
村
議
会
広
報
編
集
委
員
長
会
議

▼
24
日（
木
）

  

●

全
員
協
議
会

▼
2
日（
金
）〜
8
日（
木
）

  

●

令
和
7
年
第
1
回
臨
時
会

▼
8
日（
木
）

  

●

全
員
協
議
会

▼
9
日（
金
）

  

●

町
村
議
会
議
長
会
議

▼
13
日（
火
）

  

●

町
村
議
会
運
営
委
員
長
会
議

▼
22
日（
木
）

  

●

全
員
協
議
会

▼
23
日（
金
）

  

●

峡
中
地
区
都
江
堰
市
友
好
協
議
会

▼
26
日（
月
）

  

●

町
村
議
会
議
員
研
修
会

▼
27
日（
火
）・
28
日（
水
）

  

●

町
村
議
長
副
議
長
全
国
研
修
会

▼
29
日（
木
）

  

●

議
会
運
営
委
員
会

▼
3
日（
火
）

  

●

広
報
編
集
常
任
委
員
会

  

●

監
査
委
員
定
期
総
会
及
び
研
修
会

▼
5
日（
木
）〜
13
日（
金
）

  

●

令
和
7
年
第
2
回
定
例
会

  （
6
月
議
会
）

▼
10
日（
火
）

  

●

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
26
日（
木
）

  

●

全
員
協
議
会

  

●

総
務
教
育
常
任
委
員
会

  

●

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

議会の動き（一部掲載）

4
月

5
月

6
月

◀昭和町議会の全日程表はこちら
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【
5
月
検
査
分
】

委

員
：
障
害
者
移
動
支
援
事
業
に
係
る
委
託
料

の
不
正
受
給
に
つ
い
て

管
理
者
：
3
月
24
日
に
全
額
返
還
さ
れ
、
2
6
1

万
3
0
7
8
円
の
入
金
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
別

の
新
聞
記
事
の
、
不
正
請
求
や
運
営
基
準
違
反
等

を
行
っ
た
介
護
施
設
に
つ
い
て
は
、
返
還
金
を
請

求
し
て
い
る
。

委

員
：
民
生
費
△
2
7
2
万
2
2
2
8
円
は

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
補
助
金
が
返
還
さ
れ
た
と

い
う
事
か
。

委員：監査委員　管理者：会計管理者

か
ん
さ
の
部
屋小林 耐三

こばやし たいぞう

小林　一
こばやし はじめ

耐三 小林　一
こばやし はじめ

議会選出監査委員 代表監査委員

追跡追跡 あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？
追
跡

犯罪被害者が平穏な生活を取り戻すためには、地域に密着した包括的な支援によ
り、社会全体で支えていく必要がある。犯罪被害者支援条例を本町で制定してはど
うか。

問
犯罪被害者への支援は、経済的支援のほか、雇用や住宅の安定、相談体制など多岐
にわたり、様々な支援策を総合的かつ計画的に推進することが求められる。個人情
報の保護や対象者の把握などについての課題整理や、関係機関との連携や町民の
皆様の協力体制を明らかにするなど、国や県の法令の趣旨に基づき、適切な犯罪被
害者支援策を講ずるよう制度設計を行いたい。

答

令和7年3月第1回定例会において、昭和町犯罪被害者支援条例制定の件が上程され、賛成多数で可決さ
れました。本条例は、令和7年4月1日から施行されています。

犯罪被害者支援条例制定について！ 令和6年9月議会 一般質問
保坂 貴子 議員

こうなった

議員の質問に、町当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

問い合わせは企画財政課（055-275-8154）まで。

被害者条例についてまとめた書籍

管
理
者
：
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
及
び
地
域
福

祉
事
業
補
助
金
等
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
返
還

分
で
あ
る
。

委

員
：
昭
和
町
役
場
庁
舎
等
再
整
備
基
本
計
画

策
定
業
務
委
託
の
内
容
は
。

管
理
者
：
役
場
庁
舎
等
再
編
計
画
検
討
委
員
会
答

申
（
抜
粋
）
や
書
類
に
よ
り
説
明
。
6
月
議
会
に

は
情
報
施
設
課
か
ら
説
明
を
行
う
。

委

員
：
双
方
向
通
信
対
応
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
に
1
億
8
千
万
ほ
ど
か

か
っ
て
い
る
が
、
A
I
放
送
に
し
た
事
で
住
民
か

ら
の
意
見
等
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
。

管
理
者
：
確
認
す
る
。

委

員
：
給
食
賄
材
料
が
高
騰
し
て
い
る
が
、
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
何
か
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
、

決
算
審
査
時
に
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

管
理
者
：
了
解
。

委

員
：
中
央
公
民
館
解
体
工
事
の
業
者
で
あ
る

鈴
建
興
業
は
ど
こ
の
業
者
か
。
契
約
に
関
し
て
議

会
に
は
い
つ
諮
っ
た
の
か
。

管
理
者
：
笛
吹
市
の
業
者
。
議
会
に
は
3
月
定
例

議
会
に
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

委

員
：
入
札
関
係
書
類
を
み
る
と
「
失
格
」
と

い
う
業
者
が
あ
る
が
失
格
と
は
ど
う
い
う
事
か
。

管
理
者
：
入
札
金
額
の
内
訳
書
の
添
付
が
な
か
っ

た
た
め
失
格
と
な
っ
た
。

委

員
：
入
札
点
検
表
に
は
失
格
理
由
の
記
載
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。

すべてのまちに
被害者条例を

No.206
（この号）を
読んでください

ヒント

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール

gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 8月末日消印有効

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お願いいたします。

正解者の中から抽選で5名の方に図書カードをお送りいたします。

No.205に
対する

次の問いに答えてください。

小学生1人につき、1食あたりの食材料費は？Q

メールに移動99億1610万円No.204のクイズの答え

ご意見をいただいた方には個別に回答させていただいています。

令和７年度予算の一目瞭然のページ、凄くわかりやすい紙面構成に
なっていると感じました。各分野、色が代わり見やすく、詳細な配分額
が記載されており、いいと思います。加えて、「議員はココを見る」のコー
ナーも注目できる点で、読んでおり楽しいです。

メールにて（46歳・男性）

一般会計の項目がわかりやすかったです。ただ、金額の大きさごとに項
目の大きさを変えておらず、一定のため重点的に支出されている項目が
どこかはわかりづらかったです。規模も違うため仕方ないとも思います
が（見やすくするために、このような表現なったことはとてもわかります。）

メールにて（37歳・男性）

ほたるんに聞いてみようを読んで、とても参考になりました。我が町
は、県内平均よりもかなり主財源が上回っていることです。素晴ら
しいことですね。これからも適正な税金の使い道を進んでもらい、
ますます昭和町が発展していくことを願っています。

メールにて（65歳・女性）

今年度の予算について詳しく分かった。

メールにて（35歳・女性）

押越ふれあい広場に駐車場が出来ることが楽しみです。

メールにて（36歳・男性）

6月定例会の初日に、西条小学校の３年生が本
会議を見学しました。

会
議

TOPICS

西
条
小
学
校
３
年
生
が
議
会
を
見
学

5月26日、山梨県自治会館において、町村議会議
員を対象とした「町村議会と地方創生」と題した
研修が行われました。

山
梨
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
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昭
和
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
は
、
生
活
の
利
便
性
と

自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
良
い
点
で
す
。
徒
歩
圏
内

に
公
園
や
病
院
、
ス
ー
パ
ー
が
あ
り
、
子
育
て
時
期
か
ら
、

車
の
運
転
を
し
な
く
な
っ
た
老
後
ま
で
不
安
な
く
生
活
で
き

ま
す
。
居
酒
屋
が
徒
歩
圏
内
に
沢
山
あ
る
の
で
、
今
は
小

中
学
生
の
子
供
で
す
が
、
成
人
し
た
ら
一
緒
に
飲
み
に
行

く
の
も
今
後
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府

昭
和
を
は
じ
め
と
し
た
大
型
商
業
施
設
も
あ
り
、
買
い
物

や
映
画
、
外
食
の
楽
し
み
は
休
日
の
定
番
で
す
。

　
ま
た
、
天
気
の
良
い
日
に
は
富
士
山
が
綺
麗
に
見
え
、

子
供
達
も
四
季
折
々
に
違
っ
た
富
士
山
の
姿
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
ア
ル
プ
ス
道
り
や
国
道
20
号
、
高
速
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
日
常
生
活
や
旅
行
も
と
て
も
快
適
で

す
。

　
静
か
で
落
ち
着
い
た
住
環
境
で
、
近
所
付
き
合
い
が
希

薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
す
が
、
転
入
時
は
地
域
の
方
々

も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
温
か
さ
を
私
も

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
甲
府
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
結
婚
を
機
に
昭
和
町
に

移
り
住
み
ま
し
た
。
昭
和
町
で
暮
ら
す
こ
と
８
年
に
な
り
ま

す
が
、
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
が
昭
和

町
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
頃
は
、
田
園
が
広
が
り
緑
豊

か
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
が
、
今
で
は
大
型
商
業
施
設
や

飲
食
店
が
立
ち
並
び
賑
や
か
な
街
並
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
世
代
と
し
ま
し
て
は
、
大
型
商
業
施
設
な
ど
は

設
備
が
充
実
し
て
い
る
た
め
子
供
た
ち
と
安
心
し
て
買
い
物

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
河
西
区
で
は
運
動
会
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
行
事
や
お
祭
り
等
も
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
小
さ
い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
参
加
す

る
中
、
関
係
者
様
や
消
防
団
な
ど
の
協
力
に
よ
り
安
心
し

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
の
暮
ら
す
地
域
は
住
民
の

繋
が
り
が
と
て
も
強
く
、
地
域
行
事
が
私
の
楽
し
み
の一つ

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
隣
住
民
と
の
繋
が
り
は
近
年
増
加
し
て
い
る
災

害
等
の
有
事
の
際
に
と
て
も
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
町

に
感
謝
す
る
と
共
に
、よ
り
良
い
昭
和
町
と
な
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。
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和
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長
 海
野
　
　
豊

T
E

L.055-275-8842 （
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通
）

T
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FA
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議会を

傍聴

9月4日（木）
開催予定です

しませんか

次回定例会は
??

住んでみて

住
み
よ
い
町
、昭
和
町

魅
力
あ
ふ
れ
る
町

広報編集
常任委員会

野
沢

敬
夫

保
坂

貴
子

今
村

　
　力

植
竹

由
美

永
井

敏
男

井
口

　
　正

委
員
長

副
委
員
長

委

　
　員

編
集
後
記

初
夏
の
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
た
び
、議
会
広
報
常
任
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
号
か
ら
新
体
制
で
の
議
会
だ
よ
り
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。議
会
の
活
動
を
少
し
で
も

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、読
み
や

す
く
、手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。将
来
的
に
は
、

二
次
元
コ
ー
ド
を
紙
面
に
掲
載
し
、一
般
質

問
の
様
子
な
ど
を
S
N
S
等
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
も
検
討
し
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
の
声
を
届
け
る
、そ
し
て
議
会

の
声
も
届
け
ら
れ
る
、そ
ん
な「
橋
渡
し
」の

よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。今
後
と
も
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広
報
編
集
常
任
委
員
長

野
沢

敬
夫

昭
和
町
議
会
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